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と
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ほ
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で
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事
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所
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者
数
と
も
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少
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て
お
り
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に
よ
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が
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れ
ま
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０
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湾
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で「
自
動
車
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品
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入
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液
化
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ガ
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も
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す
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で
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た
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の
主
要
な
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の
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の
中
で
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数
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最
も
多
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の
は
東
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で
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第
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って
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ま
す
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が
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Ｂ
Ｓ
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０
０
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０
０
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落
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０
０
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３
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０
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後
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回
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の
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０
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に
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上
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が
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29
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に
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ま
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況
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が
続
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も
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に
は
改
善
傾
向
が
み
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■
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に
よ
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へ
の
流
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浜
市
に
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ん
で
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る
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夜
間
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口
）と
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勤
や
通

学
に
よ
っ
て
流
入・流
出
し
た
人
を
差
し
引
い
た
人
口（
昼

間
人
口
）と
の
比
率（
昼
夜
間
人
口
比
率
）は
91・７
と
１

０
０
を
下
回
っ
て
お
り
、通
勤・通
学
で
市
外
に
流
出
し
て

い
る
人
数
が
、市
外
か
ら
横
浜
市
に
通
勤・通
学
し
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い
る
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上
回
っ
て
い
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状
況
に
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り
ま
す
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浜
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内
で
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い
て
い
る
人
の
居
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地
を
見
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と
、72・６
％
は
市
内
居

住
者
で
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外
居
住
者
は
最
も
多
い
川
崎
市
で
も
５・１
％
、

東
京
都
区
部
が
３・８
％
で
す
。

東
京
都
区
部
や
大
阪
市
な
ど
で
は
昼
夜
間
人
口
比
率

が
１
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。横
浜
市
は
相
模
原
市
、川
崎

市
に
次
い
で
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、近
年
は
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
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見
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区（
１
６
１・

２
）、神
奈
川
区（
１
０
０・１
）で
は
１
０
０
を
超
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
地
域
は
市
内
で
も
仕
事
な
ど
で
人
が
集
ま
っ
て

く
る
地
域
だ
と
言
え
ま
す
。

■
外
国
人
市
民
の
労
働
力
は
市
全
体
の
１・５
％

外
国
人
市
民
の
増
加
に
伴
い
、外
国
人
の
就
業
者
数
も

増
え
て
い
ま
す
。２
０
１
５（
平
成
27
）年
に
は
横
浜
市
の

労
働
力
人
口
の
う
ち
外
国
人
が
１・５
％
を
占
め（
全
国
：

１・４
％
）、２
０
０
５（
平
成
17
）年
か
ら
１
７
０
０
人
増
加

し
２
万
６
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、収
入
を
伴

う
仕
事
を
少
し
で
も
し
た
就
業
者
は
２
万
５
３
２
７
人
で
、

国
籍
別
に
見
る
と
中
国
は
２
０
０
５（
平
成
17
）年
に
比
べ

約
2
6
0
0
人
増
加
し
９
６
６
３
人
で
最
も
多
く
、市
内

の
外
国
人
就
業
者
の
38・２
％
を
占
め
て
い
ま
す（
図
5
）。

次
に
多
か
っ
た
韓
国
、朝
鮮
は
約
6
0
0
人
減
少
し
４

９
４
９
人
で
し
た
。ま
た
産
業
別
に
見
る
と
、男
性
は「
製

造
業
」（
14・４
％
）「
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」（
10・７

％
）「
情
報
通
信
業
」（
10・２
％
）「
建
設
業
」（
10・０
%
）の

順
で
、女
性
は「
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」（
15・１
％
）、

「
製
造
業
」（
14・０
％
）、「
卸
売
業・小
売
業
」（
13・３
％
）

「
医
療
、福
祉
」（
７・１
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
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、通
勤
や
通

学
に
よ
っ
て
流
入・流
出
し
た
人
を
差
し
引
い
た
人
口（
昼

間
人
口
）と
の
比
率（
昼
夜
間
人
口
比
率
）は
91・７
と
１

０
０
を
下
回
っ
て
お
り
、通
勤・通
学
で
市
外
に
流
出
し
て

い
る
人
数
が
、市
外
か
ら
横
浜
市
に
通
勤・通
学
し
て
い
る

人
数
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。横
浜
市
内
で

働
い
て
い
る
人
の
居
住
地
を
見
る
と
、72・６
％
は
市
内
居

住
者
で
、市
外
居
住
者
は
最
も
多
い
川
崎
市
で
も
５・１
％
、

東
京
都
区
部
が
３・８
％
で
す
。

東
京
都
区
部
や
大
阪
市
な
ど
で
は
昼
夜
間
人
口
比
率

が
１
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。横
浜
市
は
相
模
原
市
、川
崎

市
に
次
い
で
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、近
年
は
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

区
別
に
見
る
と
、西
区（
１
８
６・０
）、中
区（
１
６
１・

２
）、神
奈
川
区（
１
０
０・１
）で
は
１
０
０
を
超
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
地
域
は
市
内
で
も
仕
事
な
ど
で
人
が
集
ま
っ
て

く
る
地
域
だ
と
言
え
ま
す
。

■
外
国
人
市
民
の
労
働
力
は
市
全
体
の
１・５
％

外
国
人
市
民
の
増
加
に
伴
い
、外
国
人
の
就
業
者
数
も

増
え
て
い
ま
す
。２
０
１
５（
平
成
27
）年
に
は
横
浜
市
の

労
働
力
人
口
の
う
ち
外
国
人
が
１・５
％
を
占
め（
全
国
：

１・４
％
）、２
０
０
５（
平
成
17
）年
か
ら
１
７
０
０
人
増
加

し
２
万
６
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、収
入
を
伴

う
仕
事
を
少
し
で
も
し
た
就
業
者
は
２
万
５
３
２
７
人
で
、

国
籍
別
に
見
る
と
中
国
は
２
０
０
５（
平
成
17
）年
に
比
べ

約
2
6
0
0
人
増
加
し
９
６
６
３
人
で
最
も
多
く
、市
内

の
外
国
人
就
業
者
の
38・２
％
を
占
め
て
い
ま
す（
図
5
）。

次
に
多
か
っ
た
韓
国
、朝
鮮
は
約
6
0
0
人
減
少
し
４

９
４
９
人
で
し
た
。ま
た
産
業
別
に
見
る
と
、男
性
は「
製

造
業
」（
14・４
％
）「
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」（
10・７

％
）「
情
報
通
信
業
」（
10・２
％
）「
建
設
業
」（
10・０
%
）の

順
で
、女
性
は「
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」（
15・１
％
）、

「
製
造
業
」（
14・０
％
）、「
卸
売
業・小
売
業
」（
13・３
％
）

「
医
療
、福
祉
」（
７・１
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

働
く
場
と
し
て
の
横
浜
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■
可
処
分
所
得
の
８
割
以
上
が
消
費

過
去
10
年
間
の
世
帯
の
家
計
の
状
況
を
見
る
と
、税

金
な
ど
を
除
い
た
可
処
分
所
得
は
２
０
０
８（
平
成
20
）

年
に
は
、１
世
帯
当
た
り
年
平
均
で
月
52
万
円
ほ
ど
で
し

た
が
、２
０
１
５（
平
成
27
）年
に
は
約
40
万
円
に
ま
で
減

少
し
た
の
ち
、最
近
２
年
は
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、消

費
支
出
は
平
均
し
て
34
万
円
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す

が
、２
０
１
７（
平
成
29
）年
は
過
去
10
年
の
中
で
は
最
も

多
く
36
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。消
費
支
出
の
可
処
分

所
得
に
占
め
る
割
合
は
、２
０
１
７（
平
成
29
）年
は
約
84

％
で
、増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す（
図
６
）。

■
買
い
物
先
は
日
用
品
や
洋
服
等
は
８
～
９
割
が
市
内

市
民
が
食
料
や
日
用
品
を
買
う
場
所
は
、「
住
ま
い
の

周
辺
」（
約
64
％
）、「
横
浜
市
内
」（
約
33
％
）と
合
わ
せ
る

と
ほ
ぼ
市
内
で
充
足
し
て
い
ま
す
。（
平
成
30
年
度
横
浜

市
民
意
識
調
査
）。

ま
た
、平
成
27
年
度
消
費
者
購
買
行
動
意
識
調
査

（
横
浜
市
経
済
局
）に
よ
る
と
、住
ま
い
の
近
く
に
商
店

街
が「
あ
る
」と
答
え
た
割
合
は
約
49
％
で
、ほ
ぼ
半
数
が

近
隣
で
何
か
し
ら
買
い
物
が
で
き
る
環
境
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。ま
た
、品
目
別
に
購
入
先
を
見
る
と
、生
鮮

食
料
品
は
ス
ー
パ
ー
、医
薬
品・化
粧
品
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
、家
電
製
品
は
大
型
量
販
店
が
多
く
、米
、飲
料・酒
類

な
ど
の
食
料
品
や
衣
料
品
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
通

信
販
売
で
購
入
す
る
人
が
１
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
家
計
と
消
費

環
境

こ
こ
で
は
、私
た
ち
を
取
り
巻
く〝
環
境
〟と
し
て
、

「
気
象
」と「
緑
」を
取
り
上
げ
ま
す
。ま
た
、か
ね
て

よ
り
取
組
を
進
め
て
い
る「
ご
み
削
減・リ
サ
イ
ク
ル
の

状
況
」に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
年
平
均
気
温
は
、
様
々
な
変
動
を
繰
り
返

し
な
が
ら
上
昇
し
て
お
り
、
上
昇
率
は
1
0
0
年
当

た
り
プ
ラ
ス
1
・
19
℃
で
、
世
界
の
上
昇
率
の
プ
ラ
ス

0
・
73
℃
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
最
高
気

温
が
30
℃
以
上
の
真
夏
日
や
日
最
低
気
温
が
25
℃
以

上
の
熱
帯
夜
の
発
生
日
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

横
浜
に
お
い
て
も
こ
の
長
期
的
傾
向
は
同
じ
で
す

（
図
１
）。
都
市
化
の
影
響
の
あ
る
中
、
横
浜
の
年
平

均
気
温
は
1
0
0
年
当
た
り
プ
ラ
ス
1
・
8
℃
、
真

夏
日
は
1
0
0
年
当
た
り
プ
ラ
ス
22
日
、
熱
帯
夜
は

プ
ラ
ス
30
日
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
を
上
回
る

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
最
低
気
温
が
０
℃

未
満
の
冬
日
は
、
1
0
0
年
当
た
り
マ
イ
ナ
ス
65
日
で

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平
均
気
温
は
上
昇
傾
向
、真
夏
日
や
熱

帯
夜
も
増
加
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